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補助犬とユーザーはどこでも一緒
補助犬とは

補助犬は盲導犬・介助犬・聴導犬の総称です。

補助犬同伴の受け入れ義務
補助犬を同伴しての利用を拒否してはいけません。
身体障害者補助犬法・障害者差別解消法で定められています。

⚫国や自治体が管理する施設
⚫電車、バスなどの公共交通機関
⚫ホテルやレストラン、デパートなど不特定多数が利用する民間施設

なくそう！ 補助犬への先入観や誤解
実際の受け入れで、他の利用者からの苦情はほとんどありません。
苦情の内容は補助犬の問題ではなく従業員の理解不足による対応の不備が多くなっ
ています。

Ｑ.他の利用者から苦情をうけたことがありますか？
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障害のある人の社会参加を支える補助犬
身体障害者補助犬法が定める 3 つの義務

身体障害者補助犬法には３つの柱があり、訓練事業者には質の高い補助犬の育成と
指導、補助犬法に基づいて認定を受けたユーザーには補助犬の健康・衛生管理と周
囲に迷惑をかけない行動管理、社会には補助犬同伴の受け入れを義務付けています。

障害のある人もない人もお互いに尊重し合いながら共生できる社会とは
⚫補助犬を同伴する障害のある人が安心して行動できる社会
⚫補助犬の存在を安心して受け入れられる社会

補助犬にまつわる法律の理解とコンプライアンスの重要性
身体障害者補助犬法とは
公共交通機関、お店や病院など不特定多数の人が利用する施設などで、補助犬同伴
の受け入れをスムーズに行い、身体に障害のある人の自立と社会参加を促進すること
を目的として定められた法律です。

障害者差別解消法とは
障害のある人もない人も、お互いに、その人らしさを認め合いながら、ともに生きる
社会を作ることを目的とした法律。国・地方公共団体・事業者に対して、「不当な差別
的取扱いの禁止」と「合理的配慮」の提供を求めています。
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認定をクリアした補助犬とユーザー
補助犬の安全と安心を担保するシステム

ユーザーと補助犬のペアで能力が認められて、初めて社会参加が可能に

国や自治体による社会の受け入れ義務の啓発

補助犬ユーザーの義務
補助犬ユーザーには補助犬の健康・衛生管理および行動管理が義務付けられています。
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補助犬ユーザーと補助犬への対応
認定基準を満たしたユーザーと補助犬のしるし

補助犬の表示と認定証の携帯はユーザーの義務となっています。

補助犬と補助犬ユーザーへのサポート
補助犬への接し方
補助犬が作業に集中できるよう（落ち着いて待機できるよう）、食べ物を与えたりむやみ
に触ったりするなど、気をひく行為は避けましょう。

補助犬ユーザーへの対応
お困りの様子が見られたらユーザー本人に「何かお手伝いしましょうか」「どのように
お手伝いすればよろしいですか」などの声かけや筆談でコミュニケーションをとりま
しょう。



6

個人経営の飲食店は断られるケースが
多く、利用をためらいがちです。最近、
近所にある個人店に立ち寄ったところ、
「受け入れは初めてだけど、全然いいよ」
と迎え入れてくれ、帰りには「また来てね」
と言ってくれました。そのような声かけ
はもちろん、なにより近所にウェルカム
してくれる個人店ができたことが嬉し
かったです。
本来の「食べたいものでお店を選ぶ」
という形ではなく、身構えずに入れる
チェーン店を選びがちなことにモヤモヤ
していたのですが、個人店で前向きに
受け入れてもらえたことは本当にありが
たいです。

Q 店内が狭くて 
スペースがない…
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ユーザーは、靴を脱ぐような場所では、
持参したタオル等で補助犬の足を綺麗
にします。汚れた足で床を汚すことはあ
りませんので、ご安心ください。また、
犬の足拭きにサポートが必要なユー
ザーもいます。「足を拭きましょうか？」
等の声かけなどの配慮をするとよいで
しょう。

Q うちの旅館は土足禁止
です。補助犬の足は 
汚れていませんか？

補助犬の宿泊に必要なフード、水入れ、
食器、排泄シーツ、マット等はユーザー
自身が用意していますので特別な準備
などは必要ありません。
何か施設側で必要な配慮があるかどう
か、ユーザーに尋ねましょう。

Q 補助犬ユーザーの 
予約を受けるときは？

ユーザーの適切な行動・衛生管理により、補助犬は
宿泊施設などでもマナーをしっかり守って行動するこ
とができます。ベッドや布団で寝たり、室内で走り回っ
たりすることはありません。排泄についてもユーザー
が指示したタイミングと場所でするので、部屋を汚し
たりすることはありません。

補助犬のことを知って前向きな受け入れを
予約を受けるにあたり、「室内を汚すのでは？」「全館
バリアフリーになっていないから受け入れできないで
のは？」と思う必要はありません。
他の宿泊客と同じように滞在を楽しめるような自然
な心遣いがあると、ユーザーも安心して泊まることが
できます。

宿泊施設における 
補助犬の同伴
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誰もが安心して宿泊施設を利用できるように
ユーザーの声

他の宿泊客への対応 ─トラブルを防ぐために
補助犬の同伴に対する方針の明示、日ごろから理解を求める
⚫補助犬同伴の受け入れは障害のある人の生活を守るための権利保障であること
⚫補助犬は適切な管理をなされた犬であり、安心して受け入れられること

譲り合いの精神を持つ
補助犬の同伴を受け入れる際に不安や気になることがあったら、ユーザーにそれを説明
し、お互いが納得のいく方法を見いだしましょう。

補助犬ユーザー受け入れガイドブック　宿泊施設編
より詳しい情報（対応・受入れ事例）はガイドブックをご覧ください。

食品衛生法及び同法に基づいて各自治
体が定める条例において、補助犬が飲
食スペースに入ってはいけないという明
記はありません。条例には「作業場内（厨
房）に動物を入れないこと」と記載さ
れていますが、客席への補助犬の同伴
を禁止するものではありません。

Q 食品衛生法上、 
問題があるのでは？

補助犬は客室の中で走り回ったりするこ
とはありません。畳を傷つけないように、
持参したマット等の上や板張りのスペー
スで静かに待機、寝ることができます。
客室内でもユーザーは補助犬の管理や
マナーへの気配りを徹底して行います。

Q 客室の畳が 
犬の爪で傷つけられて 
しまうのでは？

盲導犬は道案内をしているのではありません。あるホテルを利
用したとき、スタッフの方が盲導犬の役割を理解し、「右手に賑
やかな音が聞こえてきたら右折します」など視覚情報以外も加
えた案内で、とても素晴らしかったです。



ほじょ犬マーク
身体障害者補助犬法の啓発のためのマークです。身体障害者補助犬とは、盲導犬、
介助犬、聴導犬のことを言います。「身体障害者補助犬法」において、公共の施設
や交通機関はもちろん、デパートやスーパー、ホテル、レストランなどの民間施設は、
身体障害のある人が身体障害者補助犬を同伴するのを受け入れる義務があります。
補助犬同伴受け入れに向けた啓発のためのステッカーやハンドブックは、下記、補
助犬担当窓口で配布しています。

補助犬に関する相談・お問合せ先
補助犬同伴受け入れでトラブルが起こった場合の報告・相談窓口は、 
各都道府県・政令指定都市・中核市の障害福祉担当課へご連絡ください。

都道府県身体障害者補助犬法
担当窓口一覧
https://www.mhlw.go.jp/content/000465967.pdf

事業者用補助犬ユーザーの受け入れ方
（日本補助犬情報センター動画）

補助犬に関する詳しい情報
補助犬に関する関係法令やガイドブックなどのより詳しい情報をお知りになりたい方は、 
厚生労働省ウェブサイト内「身体障害者補助犬」のページをご覧ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/hojoken/index.html
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